
集積化アクティブ光アクセスシステムの研究開発

●ギガビット級光アクセスシステムの構成要素である10G-ONU(10 Gigabit-Optical Network Unit)
とOLT(Optical Line Terminal)を先端デバイス技術であるSPIC ( Silicon Photonic Integrated  
Circuit)により小型集積化する技術、及び10G-ONU、OLTの制御技術

●双方向の能動型（アクティブ）のギガビット級光アクセスシステムの核となる超高速光スイッチの
構築とその制御技術
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課題ア SiフォトニックIC(SPIC)による超小型10G-ONU，及びOLTに関する技術

・送信用LD (Laser Diode）/受信用PD (Photonic Diode)、受動光部品、及び電子回路部品などを
Si基板上にハイブリット小型集積化

・10G-ONUとOLTが双方向に通信するための、バースト信号の構成とその通信・制御機構

課題イ 超高速光スイッチによるアクティブ回線制御に関する技術

・高速に光行路の切り替えが可能な、多端子を有する超高速光スイッチの構築

・超高速光スイッチなどにより実現される双方向回線の制御
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研究開発期間：平成19年度～平成21年度（3年間）
予算：総額370百万円程度（上限、平成19年度）


